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FC東京のゴールキーパーに
狛江市出身の田中颯さん
狛江市出身で、今シーズンから
FC東京のゴールキーパーになっ

狛江市役所を表敬訪問、松原俊雄
市長から激励を受けた。
田中選手は平成11年６月10日
生まれ。こだま幼稚園、狛江第
一小学校、狛江第一中学校卒業。
184cm、79kg。４歳からサッカ
ーを始め、小学4年生でフィール
ドプレーヤーからゴールキーパー
に転向。東京ヴェルディジュニア、
同ジュニアユース、同ユースを経
て京都産業大学から徳島ヴォルテ
ィスに入団。令和5年にJ2リーグ
初出場、昨シーズンは38試合に出
場、J2のベストイレブンに選ばれ
た。FC東京では背番号１を与えら
れ、活躍が期待されている。

市では田中選手のFC東京加入
を伝える懸垂幕を市役所に揚げて
歓迎、田中選手は「狛江に帰って
こられてうれしい。地元の熱い歓
迎に応えられるようがんばりた
い」と抱負を述べた。

狛江映画人の会が発足
21日にトークイベント
狛江の映画文化を後世に伝えよ
うと狛江映画人の会が1月に発足。

前10時からエコルマホール6階展

示・多目的室で開かれる。
イベントでは、娯楽映画研究家の
佐藤利明さんが、狛江駅近くに住み、
昭和初期から40年代にかけて娯楽
映画を中心に200本以上を手がけ、
「早撮りの巨匠」と呼ばれた渡辺邦
男監督（明治32年－昭和56年）の
足跡や功績などを紹介する。渡辺監
督は三島市出身。代表作は『明治天
皇と日露大戦争』や『忠臣蔵』など。
会場には遺族が保管していた映
画ポスターや台本、撮影記録写真、
スクラップブックなども展示する。
参加費は1,000円。
東宝や日活の撮影所に近い狛江
市には多くの映画人が住んでおり、
そうした歴史をまちづくりに生か
そうと映画関係者らが同会を結成。
会長に渡辺監督の孫の渡辺梓さん
が就任した。
申し込み・問い合わせはＥメール
azuo22@gmail.com渡辺さん。

国際交流協会が30周年
平和な世界めざし活動

狛江市国際交流協会が創立30

公民館で記念式典を催し、会員や
外国人など約100人が会の歩み
を振り返り、今後の活動の充実を
誓った。
同会は平成7年に狛江市民によ
る国際交流を推進し、国際相互理
解と国際親善に寄与し、世界平和
の確立に貢献することを目的に創
立、国際交流事業として新年会、
盆踊りなど季節の行事の開催、多
摩川いかだレースや市民まつりへ
の参加、日本語スピーチコンテス
トなどを通して、市民と外国人と
の交流に努めている。
吉野琢也会長は「30年前に市
内にあった国際交流の組織を束
ね、より大きな活動をしようと発
足した。ここまでこれたのは多く
の人のお陰で感謝したい。これか
らも国際交流を通して平和な世界
をつくるために貢献したい」と決
意を述べた。
式典では都立狛江高等学校箏曲

」く碧紺「」らゅちだ「」桜本千「が部
を演奏、ソプラノ歌手中西恵子さ
んがレイチェル・アユミ・スミス
さんのピアノ伴奏で、トトロメド
レー、「こうもり」より「侯爵様、
貴方のようなお方は」を歌った。

初のコマロケワークショップ
プロの指導でひげ作りに挑戦
プロからひげ作りを習うコマロ
ケワークショップ（狛江市観光協

らいテラスで開かれた。
狛江市が平成27年か
ら行っているロケーショ
ンサービスに関連して、
市内にある㈱山田かつら
の協力で初めて催した。
同社は時代劇などのかつ
らを製作し、今年で創業
100年を迎える業界トッ

プの老舗。同社では市内の全中学
校の職業体験としてひげ作りを実
施しており、地域貢献としてワー
クショップを引き受けた。
当日は同社取締役の菅沼秀俊さ
んと製造部副部長の齋藤貴之さん
の指導で、5人の市民が専用の道
具を使って幅約10cm、長さ約2
㎝の口ひげ作りに挑戦。約2時間
の作業で完成しなかったため、全
員が道具を借りて自宅に持ち帰っ
たが、参加者は「コツをつかむま
で大変だったが、おもしろかった。
ぜひ完成させたい」と話していた。

こども食堂や居場所めざし
町会が協力「みんなかぞく」
こども食堂を兼ねた食事をきっ
かけに様々な世
代がほっとでき
る居場所作りを
目指す「みんなか

代表）が岩戸地域
センターと館内
にある岩戸町会
会館を利用して

活動を始めた。
親子連れなど

約50人が、同会会員ら8人が同セ
ンターで作った約60人分の牛す
じカレーを食べたり、町会会館に
設けたこどもの居場所で手作りコ
マなどで遊んだ。市内のこども食
堂は同会が８カ所目で、町会・自
治会の協力は初。
同会は、手作り食品の指導や普

けで、同センターの利用者、元小
学校校長などが賛同し昨年11月に
発足。不登校の子の支援団体「トー
キョーコーヒーこまえ」も活動に
協力、元校長が勉強のサポートも
行うなど子どもの居場所づくりに
も力を注ぐ。活動は毎月第３水曜
日で、「みんなの食堂in岩戸」は午
後5時～６時30分、「こどもの居場
所」は１時30分～５時に開設。食
に関する講座も年３回開催の予定。

くないスパイスカレー」で参加費
おとな800円、高校生200円、小・
中学生100円、小学生以
下無料。参加申し込みは
二次元コード→で。
問い合わせ minnakazoku 
2025@gmail.com同会。

狛江高校箏曲部がお祝いの演奏
カレーを味わう参加者

ひげ作りを体験

松原市長（左）と田中選手

昔懐かしい味ののり巻きやいな
りずし、だんごなどの和菓子を手
頃な価格で販売、連日店頭に行列
ができる人気店。
ご飯ものは、のり巻きが
太巻や五目めし、サラダ
巻、納豆巻など通常8種
類あるほか、いなりずし、
助六、赤飯などを加えて
10数種類を数える。和菓子はだん
ご、おはぎ、みたらしだんごをは
じめ20種類近くを提供するほか、
季節によって桜餅、柏餅などが加
わる。

同店は、同じ場所で別の仕事を
営んでいた山口隆夫さん（故人）

と現在店長を務め
ている長男が
将来を考えて
商売換えを決意。

和菓子店で修行して平成７
年に開店、和菓子は隆夫さんと長
男、ご飯ものは隆夫さんの妻の文
子さんが担当した。
早朝から作業に取りかかり、平
日はだんご約300本、のり巻きは
約100本を作っており、
今年の恵方巻は約800
本作ったという。昔なが

らの味を求めて買いに来る客が多
く、午後１時過ぎには売り切れ
ることが多い。

値段はリーズナブルだ
が、材料や味にこだわり、

十勝産の小豆で作ったあんを仕入
れるなど食材は主に国産を使って
いる。
文子さんは「食べてくださる人
を思い、愛情を込めて作っ
ています」と話している。
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☎3488-2371　元和泉1-4-12　営業＝午前
10時～午後２時以後売り切れ次第終了　水曜
日休み

だんごの美好和菓子・すし

だんごの美好の店頭

昔懐かしい味の和菓子やのり巻きに行列
①

③ ④

⑩

⑦
⑧

⑨⑤
⑥

⑪

MENU（税込）
すし＝①しいたけ巻￥490②五目め
し巻￥500③サラダ巻￥500④太巻
￥500、穴子巻￥500、納豆巻￥320、
助六ずし￥370、いなり（３個）￥240
円、赤飯￥480、やきそば￥380
和菓子＝⑤草もち⑥むかしながらの
まんじゅう⑦豆大福⑧ごま大福⑨
クリームチーズ大福各￥150⑩みた
らし（３本）￥270⑪おはぎ￥450

②


